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　利根川の水は利根川河口から上流58㎞
地点にある新川揚水機場※でくみ上げられ、幹
線水路や途中にある小泉揚水機場を経由し
て水田や畑に送られています。｠
※揚水機場：河川などからポンプを使用して水を汲み上げ、用

水路を通じて農地等へ用水を送る施設｠

成
田
用
水
事
業
の
誕
生
か
ら
現
在

成
田
用
水
は
昭
和
五
十
六
年
四
月
か
ら
管
理

を
開
始
し
、
今
年
、
通
水
四
十
年
の
節
目
の
年

を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
令
和
三
年
十
一
月
九
日
に

関
係
者
約
五
十
名
を
お
招
き
し
、「
成
田
用
水
通

水
四
十
周
年
記
念
式
典
」
を
開
催
し
ま
し
た
。    

式
典
で
は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
成
田
用
水

施
設
改
築
事
業
の
実
施
状
況
の
経
過
を
関
係
者

の
皆
様
に
ご
報
告
し
、
成
田
用
水
施
設
の
必
要

性
や
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

ご
出
席
い
た
だ
い
た
来
賓
の
方
々
か
ら
、
適
切

な
施
設
管
理
に
よ
り
地
域
の
農
業
を
下
支
え
し

て
き
た
実
績
に
対
し
感
謝
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

農道整備及び乾田化により大型農
業機械の導入が可能となりました。

【成田用水施設改築事業の実施状況】
新川揚水機場吸水槽の分画化水槽 分 化新川揚水機場

吸水槽を半分の水槽で通水できるよう分画化しました。これによ
り、ポンプ運転時も半分の水槽は空にできるため、常に水没して
いる施設のメンテナンス作業が容易、確実となりました。
※吸水槽：ポンプ運転時に空気を吸い込まないよう水位を高く留める水槽

利根川の水は利根川河口堰から38km地点で取水され、船
戸・返田・九十九塚機場の直結三段揚水システムによって約
40mくみ上げられ、台地上の受益地へ送られています。

熊谷千葉県知事による祝辞

金尾理事長による主催者挨拶

事業着手後 事業着手前

成
田
用
水
と
同
じ
く
、
千
葉
県
の
北
総
台
地

に
農
業
用
水
を
供
給
す
る
北
総
東
部
用
水
も
通

水
開
始
か
ら
四
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

当
初
、
北
総
東
部
用
水
と
成
田
用
水
は
一
つ

の
事
業
と
し
て
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
当
時

の
農
林
省
に
よ
っ
て
計
画
策
定
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
新
空
港
建
設
に
伴
っ
て
成
田
用
水

は
別
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
十
三
年
か
ら
は
国
営
北
総
中

央
用
水
地
区
へ
の
用
水
供
給
も
開
始
し
て
お

り
、
県
内
を
代
表
す
る
穀
倉
・
畑
作
地
帯
と
な
っ

た
北
総
台
地
の
水
を
支
え
る
事
業
と
し
て
、
そ

の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
の
通
水
開
始
か
ら
四
十
年
間

の
累
計
通
水
量
は
約
六
億
立
方
メ
ー
ト
ル
に
達

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
施
設
の
老
朽
化
と
大
規

模
地
震
対
策
の
た
め
の
改
築
事
業
の
計
画
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
十
月
二
十
八
日
に
は
、
北
総
東
部
土
地

改
良
区
設
立
五
十
周
年
の
功
労
者
表
彰
式
に
合

わ
せ
て
、
機
構
か
ら
も
こ
れ
ま
で
用
水
供
給
に

貢
献
さ
れ
て
き
た
改
良
区
配
水
操
作
員
の
皆
さ

ま
へ
感
謝
状
を
お
渡
し
し
ま
し
た
（
写
真
参

照
）。こ

れ
か
ら
も
北
総
地
域
の
農
業
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
安
定
し
た
通
水
と
施
設
の
保

全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

干害を恐れ、常に湛水された
強湿田における稲刈り作業。

農
家
収
入
の
増
大
を
ね
ら
う
事
業
と
し
て
計
画

さ
れ
ま
し
た
。

建
設
当
時
に
は
新
空
港
建
設
の
関
連
事
業
と

捉
え
ら
れ
た
た
め
、
事
業
の
推
進
は
困
難
を
極

め
ま
し
た
が
、
用
水
を
求
め
る
農
家
の
方
々
の

声
に
応
え
る
べ
く
、
関
係
者
と
と
も
に
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
に
成
田
用
水
が
完
成
し
、
成

田
国
際
空
港
周
辺
地
域
一
市
三
町（
成
田
市
、
多

古
町
、芝
山
町
、横
芝
光
町
）の
約
三
，三
〇
〇
ha

に
、
利
根
川
水
系
鬼
怒
川
に
建
設
さ
れ
た
川
治

ダ
ム
を
水
源
と
し
て
最
大
三
．二
五
㎥
／
ｓ
を

供
給
し
て
い
ま
す
。

天
水
（
天
か
ら
降
っ
た
水
・
雨
水
）
に
頼
っ
て

い
た
谷
津
田
や
畑
に
成
田
用
水
を
介
し
て
利
根

川
か
ら
水
が
運
ば
れ
、こ
の
地
域
の
営
農
は
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。関
連
事
業
に
よ
る
効
果
と
相

ま
っ
て
、水
稲
、に
ん
じ
ん
、ト
マ
ト
、花
卉
類
な

ど
、各
市
町
で
多
く
の
特
産
農
作
物
が
作
ら
れ
て

お
り
、成
田
用
水
受
益
地
域
は
千
葉
県
内
で
も
有

数
の
農
業
地
帯
へ
成
長
し
て
い
ま
す
。

今
年
で
成
田
用
水
は
通
水
開
始
か
ら
四
十
年

を
迎
え
ま
し
た
。東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災

も
あ
り
ま
し
た
が
、
通
水
開
始
か
ら
約
七
億
立

方
メ
ー
ト
ル
も
の
用
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
元
年
八
月
よ
り
老
朽
化
が
進
行
し
て
い

る
施
設
の
改
修
と
耐
震
性
能
が
不
足
し
て
い
る

施
設
の
大
規
模
地
震
対
策
を
行
う
た
め
、
成
田

用
水
施
設
改
築
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
よ
り
、農
業
用
水
の
安
定
供
給
、農

業
施
設
の
維
持
管
理
の
費
用
と
労
力
の
軽
減
が

図
ら
れ
、
農
業
生
産
性
の
維
持
・
向
上
及
び
農
業

経
営
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

先
人
達
が
多
大
な
苦
難
を
乗
り
越
え
事
業
を

進
め
、建
設
し
た
大
切
な
成
田
用
水
を
、次
世
代

に
確
実
に
引
き
継
ぎ
、安
定
し
て
水
を
届
け
、地

域
農
業
の
振
興
に
寄
与
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

や　

つ　

だ

か
わ
じ

て
ん
す
い

成
田
市
街
か
ら
主
要
道
路
を
車
で
走
る
と
、

谷
津
田
と
い
わ
れ
る
の
ど
か
な
水
田
が
現
れ
ま

す
。
こ
の
水
田
を
潤
す
大
動
脈
と
し
て
役
目
を

果
た
し
て
い
る
の
が
成
田
用
水
で
す
。
こ
の
一

帯
は
、古
く
は
「
石
な
く
、山
な
く
、水
も
な
し
」

と
い
わ
れ
、
目
の
前
の
利
根
川
の
水
を
大
地
に

引
く
こ
と
が
、
地
域
農
家
の
長
年
の
夢
で
し
た
。

成
田
用
水
事
業
は
、
昭
和
四
十
一
年
七
月
に

新
東
京
国
際
空
港
（
現
：
成
田
国
際
空
港
）
建

設
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
際
、
空
港
周
辺
対
策
事

業
の
一
環
と
し
て
か
ん
が
い
施
設
を
新
設
し
、

●
成
田
用
水

●
北
総
東
部
用
水

利
根
川
の
豊
か
な
水
を
運
ん
で
40
年

利
根
川
の
豊
か
な
水
を
運
ん
で
40
年

〜
北
総
台
地
を
潤
す
成
田
用
水
・
北
総
東
部
用
水
〜

成
田
用
水
通
水
40
周
年
記
念
式
典

〜
成
田
用
水
施
設
改
築
事
業
経
過
報
告
〜
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